
(6) 第４項第６号（研究又は教育に係る補助業務の実績）

ティーチング・アシスタントについては、年間 20 時間以上 40 時間未満は 0.25 ポイント、40 時間以上は

0.5 ポイントとする。リサーチ・アシスタントについては、年間 150 時間以上は 0.25 ポイントとする。た

だし、博士前期課程については最大 1.0 ポイント、博士後期課程については最大 1.5 ポイントとする。

(7) 第４項第７号（ボランティア活動その他の社会貢献活動の実績）ボランティア活動等は，本学の専攻分野

に関連した教育研究活動であり、第三者（主催者等）の高い評価を得たものについては 0.25 ポイントとす

る。 

３  推薦候補者のポイントが同点で順位付けを行わなければならない場合の取扱い 

(1) ２に定める優先順位の各号ごとにポイントが高い者から順位付けし，それでもなお順位付けをする必要が

ある場合は，リサーチ・サポーターによる補助業務の実績により順位付けを行う。 

(2) (1)により順位を付けられない場合は、次の①②③の順でポイントの高い者を上位者とする。

①  第４項第５号（授業科目の成績）の基礎となった総取得単位数の多い者

②  第４項第１号（学位論文その他の研究論文）イ学術雑誌への発表論文のポイントの高い者。ただし、

同ポイントの場合はファーストオーサーのポイントの高い者を優先する。

③ 第４項第１号（学位論文その他の研究論文）ハ学会賞(論文賞，技術賞，奨励賞，ベストプレゼンテー

ション賞，ベストポスター賞，招待講演など)のポイントの高い者

附 則 

この業績評価方法は、平成 17 年３月４日から施行する。 

附 則 

この業績評価方法は、平成 17 年４月 21 日から施行する。

附 則 

この業績評価方法は、平成 18 年 12 月 21 日から施行する。

附  則 

この業績評価方法は、平成 26 年 6 月 23 日から施行する。

附 則 

この業績評価方法は，平成 27 年 11 月 19 日から施行し，平成 27 年度在学者から適用する。

附  則 

この業績評価方法は，平成 29 年 4 月 4 日から施行し，平成 29 年度在学者から適用する。

附  則 

この業績評価方法は，平成 30 年 12 月 5 日から施行し，平成 30 年度在学者から適用する。

○東京海洋大学学生表彰規則
（趣旨）

第１条 この規則は，東京海洋大学学則第 55 条及び東京海洋大学大学院学則第３８条の規定に基づき，学生の表

彰に関し，必要な事項を定める。 

 （表彰の基準） 

第２条 表彰は，次の各号の一に該当する者に対して行うものとする。 

一 学業及び研究活動において特に顕著な業績を挙げたと認められる学生又は学生団体 

二 課外活動において優秀な成績を挙げたと認められる学生又は学生団体 

三 社会活動において優れた評価を受け，かつ，本学の名誉を著しく高めたと認められる学生又は学生団体 

四 その他前各号と同等以上の表彰に価する行為があったと認められる学生又は学生団体 

（表彰対象者の推薦） 

第３条 表彰者の推薦は，別に定める推薦基準に基づき，各学部又は研究科の長が，前条各号の一に該当すると認

められる学生又は学生団体を，別紙様式１の推薦書により学長に推薦するものとする。 

 （表彰の決定） 

第４条 学長は，前条による推薦があった場合には，東京海洋大学学生支援委員会及び教育研究評議会の議を経て，

表彰する学生又は学生団体を決定する。 

（表彰の方法） 

第５条 表彰は，学長が別紙様式２の表彰状を授与することにより行う。 

２ 前項の表彰状に添えて記念品を贈呈することができる。 

 （表彰の時期） 

第６条 表彰は，第４条の規定により表彰が決定された後，速やかに行うものとする。 

 （庶務） 

第７条 表彰に係る庶務は，学務部学生サービス課において処理する。 

 （補則） 

第８条 この規則に定めるもののほか，学生の表彰に関し必要な事項は，学長が別に定める。 

   附 則（略） 

   附 則

この規則は，平成 27 年４月１日から施行する。 


